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徳島県三好市での空家を利活用した
滞在施設の運営から

長かったコロナ禍の出口がようやく見えつつある状況
となってきた。この間で失ったものも大きいが、今一度　
地域の魅力を売り出すチャンスとして考えていきたい。
三好市での茅葺民家運営事業について

現在では空民家を滞在施設にする取り組みは、全国の
ほぼどこでも行われており珍しいものではない。当社で
2009 年より徳島県三好市東祖谷で事業を開始した当時
は、法律の整備も進んでいない関係もあり珍しい取り組
みであった。2009 年の準備段階より 2012～2015 年
までに徳島県三好市東祖谷落合地区で８棟、釣井地区で
１棟の茅葺を復活させた茅葺民家の滞在施設の整備を地
元行政と共に行った。当時このような取り組み自体地域
で理解されるものではなかったが、地域の方々に協力を
取り付け事業が開始された。当初こんな何もないところ
に人が来るのか？と多くの人が思ったが、私たちは何も
ないところにある快適に過ごせる茅葺民家でゆっくり過
ごしていただくことを売りとした。

旅行会社などからは、アクティビティーなどの提供が
ないとお客様が退屈して成立しないとのアドバイスをい
ただいたが、私たちはお客様にここで退屈してほしいと
PR を続けた。現在では宿でゆっくり過ごすというお客
様の志向は強くなったが、当時はそのように考えていた

ものの少し不安もあった。事業を開始して２年目より
ターゲットとしたお客様が増加し、３年目より黒字化し
現在に至っている。当施設に泊まることが目的でお越し
になる方が多くなり現在ではその目的の方がほとんどで
はないかと思われる。
当社の考える運営

当社の施設では、旅館のような立派なおもてなしサー
ビスはほとんどなく、当社のおもてなしは快適な施設の
魅力とその周りの自然環境だと考えている。インバウン
ドのお客様にもご利用いただいておりその理由などを問
われることもあるが、答えとしては、国内客とインバウ
ンドについて別々に考えたことがなく同じお客様と考え
特別なことはしていないということである。これまで
やってきたことに特別なことはなく、地域目線で無理を
しないことが地域を理解していただくことにつながって
きたものと思っている。
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